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木材の人工乾燥試験

木材の人工乾燥試験(第一回報告)

禁禁容器驚賜託泉
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木材の人工乾燥は.最近拾飴年fiìJ より造結工揚. 寧鯛製作工揚. 製材工揚.或は家具指物工

揚は勿論一般木材使用者の問に普及するに及びて、各種の乾燥装置を設備するもの漸く現はれ.

人工乾燥材の使用盛になりつ L ありと!ilft . 木材の乾燥の容易たらざることを魔知せす~ 単に熱

を!J~へて乾燥日教の短縮のみを考ふるが鵡に. 木材剛氏砧を生じて腔材を多量に生やるものあ

りて、乾燥結果を著しく不良完工らしむるもの多 し。 之が原因は人工乾燥作業に経験少なきに悶

るものなれども、叉樹極及材屈に依りての乾燥温度投開係i熟度或は板材の積入方法等に就きて

の標準となるぺきもの少及きに依るものなり。勿論北米合衆国林族試験揚に於て蛮表したる ・人

工乾燥温度設if.h度の標準あ りと m!l~.木材は樹極により材種K よ り或は産地等に依りて之等の関

係を異にするものたれば.之を以て直ちに本書15産の木材に趨用することは訣りを生歩、る虞ある

を以て.我閣の木材に就きでは更に之陀閲する研究を必要とするものなり 。

我固に於ける木材の人工乾燥温度挫i熟度等の閲係に就ては既に一二護表したるものあるも .

之等は理論を主としたるものなれば質地作業に臨用しまmき馳あ り。 其多 くは水分の減少のみを

重硯して、木材乾燥作業上経梢関係最も犬伝る駿材の多少即ち狂との関係に就きて述べたるも

のたく.従て営事者が之を標準として作業するには不充分なるもの怒 り口故に筆者は木材の人

工乾燥上に最も必要なる温度蛇漁度と乾燥との閥係及板材の積方と乾燥との関係に就き試験を

注し.各樹種叉は材極に適賞怒る乾燥標準温度設i熟度表を作製すると同時陀.乾燥作業上に必

要なる事項を記述せんとするもの怒り 。

木材の人工乾燥試験Kは多量の材料と長時日を要し. 加 も正確なる結果を得るこ とは甚だ容

易ならざるを以て.短期聞に試験を終了 し得ざる閥係上.本試験は長期に亙るが故に現在迄に
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得たる結果を第)回報告として蛮表せんとすo

試 Ir.b.. 

~~ オオ

1. 試験に供したる:fìËJ産は ヒノキ. スギ . アカマツ.ナラ.プナ . カパ. トネリコ . カツラ の

八砲に して .林業試験場に於ける供試材は東京皆林局管内浪江営林署より送附を受けたるもの.

後閑皆林署法師簡易製材Øf IC於ける供試材はプナ材のみにて後閑営林署管内 i亡て伐採せる もの

ﾍJ_ � 0 

2. 供試材。大さは林業試験場に於いて試験した る ものは長さ 65cm. 幅 12-25cm. 厚さ 2.3

Clll. 叉法師製材所K於け る試験材は長さ 20J 及 300 Cll1.隔 10cm. 厚さ 2cm. の床板材にして.

閑試験材共丸太材より前者にあ りでは主として板自に.後者にあ り ては柾目板に木取りたるも

のな り。

3. 供試材は製材後 2-5 日間以内に乾燥室又は試験乾燥路内に王子積となし.直ちに乾燥を開

始 L. 叉~~乾材卸ち含7Ki!容が 30-40% 程度のものは製板後住積と して室外に 10-20 日開放

置 したる後に前同様に乾燥したるもの友 り 。

試験の方法

1. 本試験に供用したる乾燥装置は，第一回の小型乾燥試験器と第 2 園の焔遁式換気乾燥室の

二種にして . fiíj者は林業試験場K設備しあり。

第 1 岡 (Fig. 1) 第 2 闘 (Fig. 2) 

ノJ、型乾燥試験港町iîllil回 焔道式換気乾燥室断国岡

乾燥器の大さは幅 67cm. 奥行 76 CJl1 . 高 ~ 106 CID . の箱形にて.加熱方法は箱のアカ tて設

けたる電熱及諜汽放熱管の何れをも使用 し得られ、 滋度は蒸門店程よ り 蒸汽を詮り込む装置に し

;-
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て 、 温度及漁業[共自由j的に調節し得らる L ものなり。而して漁潤熱気は箱の雨側に設けたる排

気孔より排除するものにて.排祭量は排気孔の開閉によりて之を調節するものたり。叉熔遁式

換気乾燥室は法師簡易製材所に設備しありて、 室の大きさが関口 3fì4cm. 奥行 591 c肌高 3

303 CJl1.にて . 室の中央tて室の奥行と並行K熔遁を設け.此熔道南を遁過する焔の量を「グン

パ-J f'C依りカ1 1減 して室内の温度を調節す。又i熟度の柿給は乾燥室に隣接して設けたる竪型蒸

汽踏より蒸汽管を以て室内に導き之より蒸汽を噴出せしめてi県東を奥ふる装置なるい 乾燥問

問中は小型乾燥試験器の揚合と同様.木材の表面より蒸蛮せる水分の排除を室の雨壁陀沿ひて

設けたる排気孔の開聞によ り て加減し . 、迎度のi黒気を保?としめるもの左り。

2. 試験材は何れも 2.5cm . 角の杉の桟を以て平民積と主主 L. 乾燥開始の際は加熱すると同時

に蒸汽管よ り 蒸汽を噴出せしめて室内の開係協度を飽和紙態に保つこと 3-5 時間後vc ， 一定の

温度主主滋度を保たしめたるものなり O而して温度は試験番放に依り異ならしめ. 長低華氏 110度

最高 122 皮よ P 乾燥を開始し ， .:仮材・が乾燥するに伴れて次第に上昇せしめ、乾燥終了間l を最高

として 150-160 度となし . 又関係i品度は乾燥開始常時に 95-85% として、板材が乾燥する

にwれて低下せしめ . 乾燥終了前に最低印ち 50-35% とし.又乾燥~I:II'C於ける温度設関係、yf.f.

度の費化は急激陀 し?とるものと徐キに したるものとに匝別したるものなり。

3. 小型乾燥試験器をmひ?とる揚合の試験材は.一樹極を 10 枚宛入れ.其の~~~設は二 日置に

其重量及乾燥に伴ふ牧縮を測定し、 乾燥格了後に板材全櫨の狂のAA態を調ぺ、更に櫛目形試験

材を!末りて表面硬化の有無を調ぶると同時|亡、合水喜容を測定したるものなり。叉法師製材所に

於ける試験材は.一山積に 7 枚註 42 段債として 1M責の数筒所に試験材を置き.毎日試験材の

重量を検い 乾燥格了後陀試験材。合水喜容を測定し . 更に全山積材t亡付き不良材の程度を拾し

?とるものなり。

第 3 岡 (Fig. 3) 

o A B 

表市硬化を生じれる程皮を示す

C 

4. 表面硬化を生じ?とる揚合には蒸

汽を噴出せしめて之が除去に要する

時間を測定せ P 。

5. 櫛目形試験材は第三国の如〈 表

面硬化を生じ?とる程度卸ち 内曲り の

程度によりて O.A. B.C の四極に

匝別して之が比践にイ更なる様お:せ

!J 0 gp ち O は表面1ilr!化を起さ r る

もの ， A は僅かに之を生じたるもの， B は表商硬化を和弧く生じたるもの. C ば最も 強〈 生

じ?とるものな P 。又板材全鰹の狂及割れの程度は之を A. B, C IC 匝別し、 A は猷馳殆ん ど無

き もの ， B は梢多きもの， C は其程度著しきものの . 三極陀分け、 No.1-13 迄の試磁を格了

し?とる後陀 . 各樹極の平均を求めたるものなり D
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第 一 表 林業試験揚に於てl吃燥試験に用ひ?とる乾燥温度及協度

Table 1 

試 腎量
乾燥日数

NO 1 | いい 1N04 No. 5 No.6 
Days in kiln 

~~l皮 I ~妨げ不 視皮 11 18司 fギ jll~t l皮 I ~抑イ45 7w4EL| |閥f，f. 温度|閥係 部i皮 Il羽係
濃度 潟皮 潔ばE 自~I変 潟度 潟!変

~l'. R.E!. T ‘ R.I-I. 吐、 R .百. ~r. R.I-I. T. R.I-I. ‘r. R.II. 
1 110 84 112 90 120 88 116 94 115 97 122 94 

2 110 71 115 85 124 83 126 88 115 97 128 91 

3 120 70 115 82 128 78 126 83 120 94 140 66 

4 118 53 116 82 138 75 130 76 122 88 150 53 

υ ~ 119 56 116 76 146 63 134 72 124 80 154 47 

6 120 49 116 71 148 49 138 68 128 76 156 

7 122 43 118 62 155 39 138 62 132 69 165 36 

8 129 41 116 59 165 34 158 43 150 56 

9 125 36 116 57 160 43 145 55 

10 130 35 116 59 154 50 

11 1;}0 35 116 5υ p 

12 134 33 116 50 

13 150 30 114 56 

14 114 50 

15 114 50 

6. 小型乾燥器に依りて試除し?とる結果のr-ll . 狂と して示し?とるもの ~ r-[l には板材に生じ?とる

曲九反り.及ttJJれを 含み. 又法師製材所に於ける乾燥試験に依り て生じたる不良材は、之を

曲り材.波|泊り材、 及節痕材の三種tc i&別ぜり。 此中山り材は坂が隔及厚さの方向陀曲り?とる

もの.波曲 b 材は表面が波j伏を呈せるもの.節痕材は生節. 抜首'i1正之に因 りて板に曲りを生じ

たるものを意味するものなり。

7. 小型乾燥試験器を用ひて試験したる回数は第 1 表陀示 し?とる温度誌に開係協度の下に於て

試!1î.番蹴 1-13 迄の 13 回、法師製材所陀於けるものは第 2 表陀示す如〈温度主主i熟度を調節

して試験番披 14-17 迄の 4 回試験を行ひたるものたにり。

8. 木材の乾燥程度は普通含水率 10-14% を泊度とするが故に . *試験にては 10% 迄の乾

燥を標準と したるものたり 。

9. 此試磁の乾燥温度越関係i感度は下の第 1 及第 2 表に依 り たるものな F ‘

._ 

，;-、



~ 
c .. ・s

，、、

木材の人工乾燥試験 175 

呑 5>>~ No. of test 

No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 No.13 

祖皮 I 閥係
潟皮

tMt一 皮ー || lb自 ff.
潟皮

温度|閥係
?込皮

7皿一 E」E || 13日 f,f, 
喜怒皮

il~t J支 I 闘íf.
潟皮

滋皮| 聞係
燦皮

協I~t l1t I 関係
自認皮

T. 1弘EI. T. R:日. 'r. R.日. '1'. R.日. T. R.'EI. T. R.H. 

110 92 113 81 122 94 120 91 110 75 114 87 

112 90 113 81 125 88 125 i 88 104 95 110 81 114 87 

114 88 117 82 126 86 126 86 115 85 110 84 160 62 I 

116 85 117 79 125 82 125 82 116 88 126 55 120 77 

120 77 120 80 132 74 132 74 118 77 134 53 118 80 

128 68 118 79 138 60 138 60 125 78 126 64 120 77 

124 68 128 68 158 57 158 57 127 73 134 53 122 70 I 

126 68 128 68 152 47 152 47 134 69 134 57 123 70 

1~4 73 130 64 134 61 144 42 165 51 

126 66 130 58 134 61 130 56 

128 66 128 66 132 60 125 66 

134 53 130 54 132 υp υ v 141 49 

140 54 135 59 166 66 

138 49 148 40 

試験成績

以上の方法に擦りて木材の人工乾燥詐t磁を行ひたるに.木材は乾燥を金:激にした る もの程割

れ又は狂を生やること多く.徐々に乾燥したるものは之に反して割れ及狂を生歩る割合少な 〈

又乾燥を徐今に したる揚合にありても.乾燥の初期に高温度或は低温度に過ぎたる揚合には然

ら ざる揚合よりも木材に狂を生やる割合多き結果を得た P 。帥ち木材の乾燥は其組織内を移動

する水分の速度に並行して.木材の表面より水分を蒸護せしめ木材組織内にある水分の分布欣

態を出来伺・るだけ均等たらしむるときは板材陀快黙を生十ること少なきものなれば.樹屈によ

れ 又材産によりて下記試強成額の如く水分の減少率を異にするが故に.樹極.材種或は含水率

に依りて乾燥温度並滞、度を泊度に調節して水分の蒸琵量を力ni成し.徐今に乾燥せしむるときは

木材組織中に於ける水分の分布は均等-となれ従て乾燥に伴えにふ木材のJ段縮も一様となるが鼠

t亡、狂等陀依る触票日を生やること少なきものなり Q 而して之等の開係に就きでは第 3 衰の 1-8
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及第 4 表 Jて掲けたる水分の減少率と表面硬化の有無及狂の多少を看れば直ち陀之を知り得るも

の怒り。

第 二 表 ì0~n市製材所に於け る乾燥試験l亡川ひたる ilit，度及閥係機度

T,tble 2 

乾 燥 試 』治 草作 lJb~ No. of test 

1'1数

Days 
No.14 No.15 No.16 No.17 

in kiln 4山~~ 皮 | 関係線皮 7段 反|闘係潟皮 3μ羽"' 皮 l 附潟皮 21g1UZ1 L 皮 | 凶j係潟皮
R.H. 1、. R.rr. '1'. R.H. ~' . R.FT. 

1 107.0 61.5 102.0 93.0 

2 99.3 59.7 118.5 54.2 107.6 05.0 91.0 88.6 

3 109.0 64.0 115.5 62.0 100.5 70.2 97.0 77.0 

4 115.5 59.1 111.5 77.0 98.0 86.2 106.5 78.1 

5 111.0 60.0 119.2 59.7 102.0 74.7 114.1 67.1 

6 114.0 60.3 114.2 64.5 107.2 63.0 113.6 61.8 

7 115.0 62.0 110.0 66.1 113.8 66.7 117.5 58.8 

s 119.0 54.5 127.5 53.5 117.8 64.0 118.0 53.0 

9 123.0 48.6 132.0 56.2 ] 21.1 61.3 123.3 42.3 

]0 129.0 47.1 128.6 51.0 123.0 54.3 127.4 38.8 

11 131.3 54.1 128.6 51.4 130.0 31.5 

12 132.1 47.0 133.8 56.5 

13 136.5 33.5 138.3 41.5 

14 141.0 30.2 142.5 26.2 

第 3 表の 1 ヒノキ材の乾燥試験 成 績

Table 3 Hinoki 

乾燥 | 試験者F 披 No. of test 
日数 1
D九ys | No . l!No. 2jNo. 31 No. 41No. 5INO. 6 [ No・ 7 [ No . 8[No. 9 [No 吋o. ll lNo 坤o 131
-L| 合 水務

60.4 

.... 

{や
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乾燥 試 験者干腕 No.of test 3| 1 
日数

No. 11No. 21No. 3INo.-4INo. 51No. 61No. 7 I N;Sr~ 9 1No 坤o. 1料吋o. 1 Days 
10 

ldln 合 水 Z存 ，。〆u l¥1oisture contents 

2 20.4 17.4 38.4 15.5 22.1 46.1 22.9 35.8 28.2 21.1 46.3 

3 12.9 17.2 24.8 12.4 18.3 39.3 18.1 27.8 24.7 17.7 33.9 

4 8.4 13.8' 12.8 9.4 16.9 34.4 15.3 23.6 20.2 15.5 32.2 

υ F 7.5 14.4 10.5 7.6 12.7 28.0 12.8 18.6 19.0 1l.7 26.5 

6 6.6 11.4 8.0 6.3 11.5 20.6 10.1 13.3 12.4 11.6 24.6 

7 6.3 10.9 6.5 5.5 10.3 15.8 7.8 9.5 10.6 7.5 24.5 

8 3.4 7.6 6.3 9.7 12.8 6.3 8.5 9.1 6.0 21.3 

9 2.8 6.2 5.1 9.4 11.2 8.7 14.5 

10 1.G 4.7 8.4 9.9 8.2 12.7 

11 1.7 7.3 8.4 7,2 10.1 

12 0.8 6.4 5.1 6.2 7.2 

13 6.0 5.9 

14 5.5 
表C面国硬@化

O&A 。 A B 。 。 A A 。 。 。

ha1r1d11e 1R 
一一一一一一←ー

第 3 表の 2 ス ギ 材 の 乾燥成 績

Table 3 Sugi 

乾燥 試 ~金 宅撃 ~ No. of test 
日数

No. 11No. 21No. 31No. 4[No. 51No. 6[No. 7INO. 81No. 9 jNo 内。 ゅ。坤o. ]3 Days 
III 

k日ロ
メ白、、 7]<. Zド % Moisture contents 

ー、

ﾆ. 80.5 52.3 
Green 

57.0 32.9 144.4 130.9 142.7 134.4 45.6 95.8 142.0 70.4 155.3 

1 67.3 45.6 43.8 22.4 118.0 96.4 117.3 123.2 41.4 97.7 133.4 65.8 155.0 

2 47.4 44.8 36.2 20.9 100.4 38.7 90.9 1l5.0 31.5 81.4 118.7 47.4 135.0 

3 19.8 3::;.4 26.0 11.3 69.9 19.4 63.2 105.8 24.7 60.8 99.5 32.9 ]01.8 

4 ]0.1 29.5 16.5 11.3 31.2 11.3 39.2 93.7 19.9 45.8 76.7 18.5 95.8 

5 7.0 25.2 12.6 8.1 18.7 9.0 25.9 77.6 14.2 30.7 58.7 11.0 74.4 

6 5.9 18.4 11.0 10.0 11.7 7.7 13.7 56.0 11.0 20.6 37.7 10.2 62.4 

7 4.3 15.0 9.6 6.7 9.0 7.1 11.1 32.5 7.6 10.2 25.4 6.3 48.0 

8 3.1 11.3 8.3 5.9 8.9 10.1 16.9 7.0 8.7 21.8 4.9 35.9 

9 2.8 10.8 5.1 8.0 10.4 11.1 ]2.4 19.4 

10 1.3 10.7 7.6 9.5 8.8 9.4 12.6 
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乾日 燥数

Days 
No. 1jNo. 2jNo. 3jﾑO. 4jNo. 5jNo. 6jNO. 7[No. SjNo. 9 j No 坤o. 11jNo. 12jNo. 13 

m 
メ白、 7)( % MoisttJre contents kiln 

11 1.4 10.0 8.3 7.1 7.3 10.5 

12 0.6 9.5 7.6 4.3 6.2 8.1 

13 9.1 , 5.6 6.3 

14 8.2 5.3 

盟問α四破efH 
A 。 。 。 A A.&B B 13 。 A 0&131 luwdp. 

Il1ng 

命ー

第 3 表の 3 アカマツ材の乾燥成笥

Table 3 Akamatsu 

乾日 燥数 i験 者= 盟主 No. of test 

No. 1jNo. 2jNo. 3jNo. 4jNo. 5jNo. '6jNo. 7jNo. 8jNo. 9 jNo ゆ。吋o 坤0. 13
Days 
m 

~ニ』 水 % Moisture contents 
kiln 

生 75.6 101.0 41.2 48.6 94.2 83.2 113.3 100.7 31.3 51.4 63.2 114.8 97.9 

Green 
1 76.0 97.8 36.9 30.2 89.9 CO.O 98.4 88.9 31.4 52.6 52.2 105.6 97.7 

。“ 71.9 94.6 28.0 25.7 68.4 36.1 47.2 75.6 27.4 47.0 41.4 68.2 92.9 

3 63.1 83.7 23.7 16.3 34.9 14.3 23.9 08.9 23.0 37.8 32.2 39.4 84.1 

4 44.8 65.1 16.3 13.8 13.4 8.6 17.2 52.6 21.0 31.2 24.6 19.3 81.1 

υ 戸 29.3 53.2 13.2 12.6 10.3 6.2 12.5 20.0 15.4 21.9 18.2 12.0 GυF .O M 

6 11.6 28.7 10.4 11.0 7.9 5.3 9.3 19.5 11.1 14.4 12.9 11.1 57.6 

7 8.9 20.3 8.8 8.!J 0.1 4.6 9.1 13.2 9.0 9.7 11.3 6.8 

8 5.4 13.6 7.4 7.3 5.9 8.8 9.9 7.8 8.3 9.8 5.4 30.0 

9 3.4 11.9 7.0 4.6 8.3 8.7 9.0 15.3 

10 2.2 11.4 4.4 . 7.3 8.4 7.9 11.3 

11 1.0 10.3 6.8 0.3 6.9 8.7 

12 0.5 9.4 6.1 4.5 6.1 6.2 

13 。 8.8 5.9 4.3 

14 7.9 5.5 

15 7.7 

茨C而a硬se化 A B O及B A及B B 。 。 B B 。 O及A O及A
I J~l.fde 
IUng 

一一一一一一一
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第 3 表の 4 ナラ材の乾燥成記!?

Table 3 Nara 

乾日 燥数 試 J験 事F 自民 No. of tC�t 

Days 前巾o. 2/No. 3 1 ~~._ 4 INo . 5 1 No ・ 6 I NO . 71No. 81No. 9 1No 坤o. 1l /NO 坤0. 1 3
ln 

1};- 水 Eド % Moisture conte口匂kiJn 

生 66.1 59.7 49.5 38.0 65.9 52.6 78.1 64.7 43.5 56.9 59.3 54.3 76.8 
Green 

1 56.0 58.8 46.9 36.9 62.9 45.3 74.6 58.1 38.:1 57.1 54.5 47.1 71.6 

2 50.8 56.6 40.8 34.0 49.8 34.8 67.8 52.8 30.9 54.3 42.0 34.0 57.1 

3 41.9 51.1 34.0 26.1 38.6 28.2 59.1 46.4 25.6 49.5 36.4 27.1 42.5 

4 35.1 47.2 23.6 23.7 32.8 23.5 51.2 38.0 22.9 45.5 31.6 20.2 39.2 

5 29.3 41.6 18.9 19.1 25.0 18.8 41.9 29.4 18.6 3S.5 26.2 15.1 33.2 

6 25.0 35.6 13.4 16.8 19.9 15.7 :l4.9 25.9 14.2 31.S 21.2 13.3 29.8 

7 20.7 :10.8 9.9 12.5 14.4 12.1 30.0 21.6 9.9 25.6 17.8 9.4 27.2 

8 17.1 24.9 6.7 10.4 11.9 26.5 17.9 8.2 21.6 15.0 7.9 23.8 

9 14.2 21.5 8.3 10.0 23.9 15.3 12.4 17.8 

10 11.6 18.9 8.1 20.5 13.8 9.8 14.7 

11 9.6 16.3 17.4 10.6 7.3 12.5 

12 7.7 14.1 14.5 7.1 5.7 9.6 

13 5.5 12.6 4.6 7.6 

14 10.7 3.7 

15 9.9 

表E昆f包
C B B C C B C C C B C C hnnle 

nfllg 

第 3 表の ふ プナ材の乾燥成樹
，、、.

Table 3 Buna 

乾日 数燥 試験番放 No 山 | 
D>aIlys 

No. 11No. 21No. 3/No. 4 1 No 山。い 71No . 8!No. 9 1No 坤o. 1恥坤o. ]3 

kiln 合水準% :Moisture contents 

生 81.6 CO.1 44.4 。υ向0.7 65.3 58.4 95.2 77.2 35.9 51.0 52.8 73.2 
Green 

1 72.4 53.4 41.6 28.3 60.3 49.4 77.3 71.1 34.1 50.3 38.9 65.4 

“ 。 55.7 51.7 36.7 21.5 54.9 26.3 61.9 62.9 26.:l 45.1 30.1 51.0 

、‘言J・ 31.4 46.3 31.4 16.8 34.4 18.4 51.3 53.2 21.6 37.8 23.3 41.4 

4 20.6 39.6 20.9 12.S 26.3 13.7 34.4 41.9 17.9 31.8 18.1 35.4 

υ p 14.7 34.5 15.0 12.1 19.8 10.1 23.4 26.9 13.3 23.2 12.8 29.5 
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乾 燥 試 験 番 B゙'" 
No. of test 

日数
No. 11No. 2 / No がo . 41No. 5 1NO・ 6 / No. 71No. 8INO. 9 /No 坤o 坤o 坤o. 13 Days 

1日

ldln -ft 、 水 持さ % Moisture contents 

6 11.0 26.8 10.8 10.2 13.9 8.9 15.4 22.6 10.0 15.1 9.1 i 25.0 

7 7.8 21.8 8.9 8.7 9~ 3 7.0 12.7 16.7 7.0 9.2 8.1 22..0 

8 5.0 15.9 6.9 6.7 7.7 10.6 ]2.4 5.9 6.8 G.9 18.0 

9 3.6 13.3 5.2 6.8 10.5 10.3 6.1 

10 2.2 12.2 5.8 9.2 9.6 4.9 I 10.6 

11 1.6 10.8 7.6 7.3 8.5 

12 0.7 9.6 6.7 5.3 G.2 

13 。 8.8 3.4 4.6 

14 7.8 

15 7.4 

袈而G硬lse化
C 

It(lJ'lle 八 λ 。 B A H B C B 
nlng 

第 3 表の G 力 パ 材 の 乾 燥 j戎 むi

Table 3 Kaba 

乾 数燥| 同 険 株 披 No. of trst 

日 .; INO. l!No. 2JNo. 3/No. 41No. _~No い 7 / No. SJNo. 9 iNo 坤o 坤o . 12JNo. 13 

lU 1; 、 水 荷主 % Moisture contcnts kiln 

さlミ 43.1 39.1 77.5 45.8 ::;1.2 33.6 48.2 
Green 

1 42.2 08.5 28.7 I 43.3 ! 3G.9 65.4 44.8 4町4内1 .向u 35.0 :]3.:; 

。~ :l3.9 38.0 26.8 36.4 ::9.5 40.6 :l9.9 21.3 32.7 27.8 

n ο 30.8 34.5 18.6 27.9 21.9 30.5 35.2 17.5 29.7 23.7 Fテ

4 25.1 30.9 15.4 2:l.9 15.6 24.8 27.2 15.2 27.1 1P.9 

5 19.8 28.7 12.8 18.1 I 12.1 19.3 18.9 11.7 21.G 16.0 

6 13.4 24.5 11.5 13.5 10.1 14.6 16.8 9.1 20.6 12.9 

7 11.2 20.7 9.8 11.1 8.7 12.4 12.8 6.3 11.7 11.5 

8 7.9 16.5 7.9 9.8 10.9 9.8 5.8 8.5 10.1 

9 5.5 13.9 G.5 9.0 10.4 8.5 9.1 

10 4.1 12.7 8.2 8.9 7.9 7.8 

11 2.9 11.2 7.9 6.1 7.1 

12 1.9 10.1 6.9 4.2 6.9 

13 1.3 9.0 5.9 

]4 8.4 5.5 

15 8.0 

浪α而E使Shf七
C A B 02主A B,&C B A,&n B C B harde 

nlng 
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第 3 表の 7 トネリコ材の乾燥成韻

Table 3 Toneriko 

一
乾燥 試 品世 者F 島E No. of test 
EI 数

No. 11No. '21No がo. 41No. 51No. 6/No. 71No. 8/No. 9 iNo・坤0.1恥吋0.13D，九ys
Jn 

合 7k ~~ 。ノ~ Moisture content3 kiLn 

生 38.9 37.0 53.9 60.5 69.3 26.6 36.5 40.3 70.7 
Green 

1 36.1 36.2 41.0 34.5 66.5 18.7 37.5 31.5 69.1 

2 30.5 23.5 32.3 21i.5 60.0 12.5 35.'1 21.4 60.8 

3 22.1 25.5 21.9 18.8 51.2 9.4 :)1.8 16.2 50.1 

4 17.4 16 , 6 18.8 13.9 39.9 8.6 27.8 13.2 48.5 

5 13.8 16.3 14.7 10 , 7 28.4 6.9 20.7 9.8 40.8 

6 11.5 11.8 11.0 8.9 2:3.4 5.8 14.9 9.2 34.6 

7 9.2 10.9 8.8 7.9 17.2 4.5 9.2 6.4 29.9 

8 7.1 7.3 7.9 13.6 3.8 8.0 5.2 25.7 

9 5.8 5.6 6.9 11.4 17.8 

10 4.5 6.2 10.3 14.7 

11 4.0 8.0 12.4 

12 3.2 5.7 9.6 

13 

L 
7.9 

14 

表C而田l昭1e4包
A A&B A A A I C B harde 

nlng 

第 3 衰の 8 カツラ材の乾燥成績

Table 3 Katsura 

，-、

i 乾日 燥数 試験番~ No. of test 

No. 1 1 No・ 2INO . 3/No. 4 / No か0・ 6 1 No. 7 / No かo.9/No 坤o. nlNo 坤0. 13
D>a11ys 

合水~~ % Moisture contents kiln 

生 91.8 57.9 36.8 43.4 57.8 68.5 64.3 49.8 34.7 67.0 79.2 47.3 144.3 
Green 

1 71.7 47.1 35.8 43.3 48.5 59.3 57.3 45.2 36.0 65.4 70.5 37.6 139.6 

1よ 54.2 48.4 29.5 22.7 39.6 37.0 46.5 42.3 33.1 57.5 55.4 25.8 127.3 

q aJ 28.2 42.8 22.0 21.6 27.6 22.9 34.4 39.3 28.3 48.6 39.9 20.0 92.7 

4 15.4 36.2 15.3 13.2 21.4 13.6 24.9 35.3 23.7 37.9 28.5 15.1 80.1 

5 10.5 31.9 11.6 12.7 15.9 9.8 18.8 26.7 17.8 25.3 22.1 11.1 47.6 

6 7.0 24.9 11.6 7.6 14.5 22.2 12.1 15.0 15.6 9.9 39.4 
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乾日 放燥 試 ぬ 羽F E民 No. of' test 

Days No.1 \ No 市Q.3I No・ 4\No. 5¥No. 6¥No. 71 No. 81No. 9\No 叫。申o. 1料 131
10 

メ白入 水 Z終 。ノ'，，; Moisture contents kiln 

30.1 19.8 7.7 8.5 8.4 6.5 17.1 7.6 8.8 12.9 6.7 

8 3.2 15.5 6.2 5.7 7.2 12.0 13.3 6.1 7.2 11.1 5.4 24.3 

9 2.3 12.8 4.5 6.4 10.2 10.6 8.6 13.7 

10 1.2 11.9 5.8 9.4 9.0 8.4 10.9 

11 1.3 10.4 8.1 6.8 6.5 7.9 

12 0.8 9.2 7.2 4.2 5.4 5.0 

]3 8.5 6.0 5.1 4.3 

14 7.8 4.5 

15 7.3 

車c問a政sefb 
C A A A及B B A A及B B C A B A及Bharde 

u!ng 

第三十凶放t々3浪J段言え業ふ
恥
日
1

4
A-182 

次 fZ::以上の乾燥試験によりて板材に生じたる狂の躍度を示せば次の如し。

乾燥に依 P て板材に生じ?とる狂の程度

|ム示~gr 1山EEEERZ
引け A J:|二J二(二l B| A 

Table 4 

| 板材 l 二 生じ
るð:Eの程

Grade of defTects 

第 4 表

樹事E
Species of lumber 

以上の試験結果により先づ水分の蒸護j伏態を見るに.試験番税 No. 2, No. 7 及 No・ 8 の

如し比較的低温高機度を以て.カIJ も温度の上昇及漁度の低下を徐々にしたるものは.水分の

No. 3, No. 4, No. 6, No. 9 . 及 No ， 10 の如く乾燥開始首時より蒸護緩慢となれ試験番強

r--高温度に したるものは.例へiHh筑を高 く保ち?とる・場合と雌.水分の蒸裂は急激に行はるるもの

なり。其ー例をヵパ材に求trれば前者に屈するもの ~ r.J~試験番就 No. 2, No. 7 及 No.8 のま日

く乾燥開始温度を華氏 110-114 度開係協度tr: 85--90% と して.温度の上昇を一回に 5 度以

内とし、閥係i品度の低下も乾燥開始後数日聞は 5%以内と して乾燥したる板材は試験番強 No・

1 にありでは.含水率 39.1 % よ り 10.1 % 迄乾燥せしむ る に 12 日聞を要 し、 試験番強 No.

7 の含水率 77.5% より 10，4%迄に乾燥せしむ る 陀は 9 日聞を，又試験番披 No.8 の含7K

に乾燥せしむるに 8 日聞を要したり。然るに後者に属する試験番蹴9.8 % 務 45・8% より

の如 く乾燥開始温度を華氏 116-] 20 t主と し.関係滋度No. 3, No. 4, No. 6, No. 9, No. 10 

を 88-94% にして . 温度の上昇及i品度の低下を急:激にしたるもののr.J~. No_' 4 陀ありては合

71<率 29.3% より 9.8% 迄に水分を減歩，るに 7 日間を . No. 6 の合71<率 46.4 % より 10.1%

迄に乾燥せしむるに 6 日聞を.又 No.10 の含水率 33.6 9'ò より約 10 %迄乾燥せしむるに
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7.5 日聞を要し前者と後者との平均乾弘主鹿JfJ日 教を比較するときは前者の D.G 日 にますし後者が

6.8 日聞にて前者よりも. 2.8 日間乾燥臨用 日数少なきものなり。

此の如く木材の乾燥に要する j旧聞は乾燥温度並に閥係協度の高低によりて支配し得るものに

して 、 乾燥温度をと昇せしむるに1~1~ひ. 叉~~J係i感度を低下せしむるに伴ひて . 乾燥日数は短縮

せられ. 之と反墨HC:乾燥温度を低くするか叉は関係協度を高くするに伴ひて乾燥日数は延長せ

らる L ものたり。

;j( t亡上記の試験成績によりて更に樹屈と乾燥との聞係を看る嬬ー例として試験番蹴 No. 5

IC:於ける各樹匝に就き之を比較すれば下の如きF教を示すものなり。 ~n ら温度 115 度、関係i然

皮 97% より乾燥を初め最高温度 154 度 、 最低閥係協度 50% として第 1 表1コ如く乾燥せし

めたる陀 . ヒノキ材は合71<率 52.7 % より 10.5% 迄に乾燥するに 5 日間 ‘ スギ材は含71<率

14-1.4 %よ り約 10% 迄乾燥するに 6.5 日 間.アカマツ材は合7}(率 9，1..2% より 10.3% 迄

乾燥する陀 5 日間î . ナラ材は合水率 e5.9% より 10.0 %迄K乾燥するに 9 日間， プナ材

は含水率 65.3% より 9.3% 迄乾燥するに 7 日問、 カパ材は合7.k率 45.9 ~&より 9.8% に

乾燥するに 8 日間. トネ リ コ材は含71<率 53.9 % より 1 1.0 % 迄乾燥するに 6 日間. カツラ

材は合水率 57.8% より約 10.0%迄に乾燥するに 6.5 日問主要したり。 而して上記板材の乾

燥両íl K於ける合水率は著し く不問あるが故に之を直ちに比較すること不可能なるを以て、 之の

比較に使せんが矯め上記各樹障の合71<~容に îfする乾燥蕗要日教を 、 71<分の蒸設が合7.k率の如何

を問はや同一程度に行はる h ものと恨定して， 合JK率 60.0% より 10.0% 迄乾燥せ しむるに

要する 同教を;換算するときは 、 ヒノキ材は 9. 2 日 . スギ材は 4.4日. ....ツ材は 5. 1 日. ナラ

材は 9.7 日，プナ材は 7. 1 日 . カパ材は 10.6 日.ト ネリコ材は 8.5 日 . カツラ材は 6. 7 日

間を要する割合にあ り 。勿論上記の敏字は合71<率の多少によりて乾燥速度を異にする木材には

直ちにl臨用 し得宇、と li'ift .大 \1俗の乾燥日 1肢を比践するには差支へなきものと認むるものな り 。而し

て之等の乾燥鹿}日日数即ち水分の燕稜速度は， スギ材最も平く . マツ材之に次ぎ. 吏陀 カツラ

材. プナ材.ト ネ リ コ材. ヒノキ材. ナラ材及カパ材の )1国序にあリ。概して針葉樹材は澗葉樹

材 よりも乾燥早きものな り 。 向本試験成簡にあ り ではカパ材がナラ材よりも乾燥注きが如き数

字を示 したる も、 カパ材は試験材の都合上試験番iJh~ No. 3, No. 12 及 No.1 3 を除去 しある

錦.他よ り も日教を多 く 要するが如き結果とな りし ものにて . $-宜上はナラ材fC:比し乾燥造か

に遮カ、たるものなり。

斯の如く木材は樹種に依り叉材極. 乾燥温度設i*l;度の相違等 lてよりて乾燥速度が著し く異怠る

ものなれ r も . 乾燥j伏態自)J ち水分の蒸蛮JI}\態を曲線を以て表すときは何れ も

人=αeht 叉は log A=logα+(bloge) t 

但し A= 合71<率. “= 1{[峨f直 1 e
1J = 定数. t= 乾燥日敢

なる指数曲線式を以て示 し得る もの な り ロ 而して之が数接的関係に就きでは本報告に於ては省
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時せんとす。

以上の如く木材は極々なる傍i牛の相速によりて乾燥j伏態が異怒るもの怒れば. 之等を 同 -' IC

Jfll.扱ふ時は .或1霊の木材には乾燥念激となりて材に蝕鮪を生じ.叉他の材極には綬農に過ぐるが

慌に快黙を生ぜざるも乾燥に長き時日を要し経情上不i辱策となるもの友 り口放に最も経済的に

木材を乾燥せしめんには.木材に狂ひ等の;IÛ~見Ilí を生ぜざる純圏内に於て最・も短時間 t亡水分を除

去すべきものに して. 之が限度を求むることが本試崎の 目的なれば.上記試験の~~(~;燥温度主主関

係i熱度により木材の乾燥に要したる日数と.木材の狂ひ卸ら献鮪との関係を比較するときは，

之に依 りて泊常なる乾燥温度設関係協度を知り得るもの怒 り口 r. 
而して木材の乾燥によりて起る快見liは.表面i硬化.内割れ.不定形の牧縮等種々あり。之等

は何れ も木材組織j:1~ にある水分の分布j伏態を異にする潟 . J政縮の4・目主主に基く内~;JJの開係によ

り起るものにして.就中表面硬化は他の快馬lîl亡先ち容易K起るもの主主れば. 本試験陀ありでは

表面硬化の有無と其程度を検し，之が上記の乾燥温度.開係i熱度及鹿要日数との開係に基き下

の如く 乾燥慮要日数を定めたるものな り 。

削ち上記D試験結果のI:llJ享さ 2.3cm . のヒノキ材に就き之を看る に、試験帯電!t No. 1, 1'¥0. 4, 

No. 7, No. 8, No. 11 及 No.12 は何れも表面硬化を生ぜす九 No. 2, No. 5, No. 9, No. 10, 

No.13 は表団硬化を僅かに生じ . No.6 のみ幾分強〈生じたるものたれば、之によりて温度及

関係j島度等の閲係を考察するに表面硬化を生ぜざり し1'\0 . 12え No.4 は何れも乾燥開始官時

の含71<.容が 30% 以下にて、乾燥温度は 110 度及 112 度、関係漁度 !'Í 84 及 90% !C て 壱 含

7K率 10% 迄陀乾燥するに . No. 1 は 3 .5 日、 No.4 は 7 日聞を要 L. 又 No. 7, No. 8 及

No.12 の何れも乾燥温度は 110-113 に して閥係i熟度は 75-94.% と して. No. 11 のみは最

初 1 日間だけ乾燥温度を 120 度K保ちしも第 2 日目より 104 度に低下せしめ，其後は他

と同様順次に温度及滋度を嬰化せしめたる陀.乾燥鹿要日教は No.7は合7K率 57% より 10.3

%迄に乾操せしむるに 7 日間を. No. 8 は合水率 58.3% よ り 9.9% 迄陀乾燥せしむるに 10 ~ 

日聞を、 No.11 は合水率 42.5% よ り 10.6% 迄に乾燥せしむるに 7 日聞を要し. No. 12 は

含水率 60.4%より 10.1% 迄1'L ~[t燥するに 11 日聞を要したり。

次陀表商?il!!化を僅かに生じ?とる試論番lJb~ No. 5 は . 合7K寧 52.7% より 10.5% 迄乾燥する

に 5 日聞 を . No. 9 は含水率 29.9% より 10.1% 迄乾燥する に 6 日聞を. No. 10 は含水率

42.4%より 9.5，%迄K乾燥するに 7 日聞を要したり。之等は何れも前記の表面硬化を生せ・ぎ

る物の場合に比 L. ]乾燥温度を最初jより高くしたるも のか . I!X:は最初に温度低きも乾燥m~問中

に急激に温度を上昇せ しめたるもののみな り。 叉表面i硬化の程度最も招き No.6 は乾燥開始

温度を ]22 度とえi: L. カ11 も 其後に於ける温度の上昇・を急激なら しめ、合水率 29.3 % の板材

を 9.4 %迄陀乾燥せしむるに僅かに 4 日間を以でしたるものにて.之等の成額を比較すると

きは.乾燥を急激にしたるもの程表面硬化を生やる割合多きことを詮明するものなり。従て之
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等の中表面硬化をと生せずさ・りし、試験番蹴 No. 1, No. 4, No. 7, No. 8, No. 11 及 No. 12 の乾

燥温度枕関係、漁度と乾燥日教に基き . 厚~ 2.3 C111. のヒノキ生材の乾燥陀は . 乾燥開始温度を

華氏 115 度以下関係滋度を 80% 以上として、 乾燥温度の上昇は一日陀 7 度以内閲係滋度の

低下は一日に 7% 以下とし，乾燥最高温度を ]60 度前後となし，最低閥(系滋度1'::1: 30% と し .乾

燥日数は最低 8 日間 と友すをÌJ]j首とし、叉牛乾燥材印ら合有水分 30% 以内の板材にありては .

試験番披 Ì'Ìo.10 及 11 忙於けるが如く ，乾燥温度を生材の揚合よ り も高< 1 20 度以下とし .

開係沼、度を 75% 以上 とし . G 日聞を油賞とすと謂ひ得るものなり。

ずく陀スギ材 IC就きての関係を看るに ， 之にf日ひたる試験材はヒノキ材に比して乾燥前!の含水

容苦しく 多 い 試験数の約牛数は何れも 100 %以 kの含水率を示 し?とり .従て乾燥前の含水

率少なきものに比して乾燥容易及らざることは勿;命にて. 其結果の如きも不良なるを普通とす

るものたれば之警の中より乾燥両íiの含水率 60."'-6'以下怒りし試験番号h~ No. 3 の成績を係れば

温度を 1 20 度; 関係i熟度を 88% よ り乾燥を開始し、 合水率 57% よ り 9.0% 迄 IC乾燥せし

むるに 7 日聞を要し.叉 No.4 にありては:32.9% より 10% 迄乾燥するに G 日聞を要し

たり。次K乾燥部iの含水率多き試験番蹴 No.7 及 No.11 にありては.乾燥開始常時の温度を

桁l者は 110 度後者は 120 度にで.関係i始度を 90% 附近として乾燥したるに.乾燥前の含ノk

z符同者共 130% 以上 より 10.% [1付近迄乾燥するに要せし日教は、前者よりも長く 8 日及 9 日

聞を要し.表面硬化を惹起せさ"りしもの怒りロ叉試験番披 No.1 にありでは . 温度を 110 度

開係協度を 84% より乾燥を始めて含水率 80.5% のものが僅か 4 日聞にして 10.1% IC減少

し、カH も表面硬化を僅かに生じたる程度危り。放に之を前記のヒノキ材陀比較するときは前者

よりも乾燥容易なること明カ、なり口されど表面硬化を生じたる割合はヒノキ材に比し試験番蹴

No. 6, ﾌ'ﾌo. 9 "}え No.10 の如く利多きも.之が割合の多き原悶は.スギの場合にありでは乾

燥前の含水率苦しく 多きものを 122 度よ り乾燥を開始し. 其 上急:激に温度を上昇せしめ.開係

潟度を急:激Icl;'~下せしめたるが篤なり。従て厚さ 2.3cm. のスギ材の乾燥は ヒ ノキ材より も 幾

分早 く . 表面硬化を生やる程度はスギ材よりも多からでドと稿し得られ，合J.K率 70% 以下の揚

合陀は乾燥開始温度もヒノキ材よりも高<. 120 度以下含水率 80% 以上のものは 115度以下

とし.関係、潟、度は 80% 以上より始めて、 最後の最高温度を 1('0 度.関係ilh度を 30%と して

乾燥日教は前記の揚合には 7 日間.後者aの揚合 t亡は 8 日聞を泊常とし.更に含7.K率 30% 以下

のものにありでは.温度を 125 度以下. i.%度を 75%以上と して 5 日聞を以て足るものな れ而

して温度五関係、i熟度の嬰イtはヒノ キ材の揚合に於けると同様急激K盤化せしめざるを可とす。

次IC アカマツ材は 115 度以下の温度よ り乾燥乞開始し?とるものに表商硬化を生じたるもの

少なし 120 度以上の温度より乾燥を始めたるものに表面観化を生じたる板材多き事賞より見

ればス ギ材に比し幾分乾燥困難たることを知り得るもの友り 。依り て上記の試験成簡の中乾燥

成績良好なる試段番吹 No. 1, No. 4, No. 7, No. 8, No. 11 及Ì'Ìo . 12 を基硯，と して考ふると
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きは厚さ 2.3cm.のアカマツ生材の乾燥には.調度を 1 L'í 度以下.聞係協度を 80%以上より乾

燥を~f:ìめ最後の最高温度を 160 度.関係協度を 30% として 7 日間の乾燥日教を埴首とし .

又含7K率 30% 以下の揚合にありではf1íj記スギの場合と同様陀取扱ひ得るものゑり。

ーたにナラ材 f[.就きての試験結果を看る 1[. .上記の乾燥温度及関係協度の下にあ りでは.何れ

の試験材も表面鈍化を生じたるもの L みにて完全なるものはーっとして見出し得す九之が原因

は不適首たどる温度又は閥係i熱度の下に於て乾燥せしめたるに依るもの友りと!Û!~い叉 I王. D. 

Tiemann 氏の袈表せる如く、ナ ラ材は生木の依直ちに乾燥せしむること甚だ困難なることをも

意味するもの主主り。

而して上記の試験の中 . 表面観化の程度比較的聴きものは何れい温度 112度以下.関係撚度

90% 以上より乾燥t始めて，温度此i熟度の蜜化を徐々にし .~iT:燥格了前に於ける温度低し開係

i黒度高きもの.又は製材後天然乾燥をしたるもの L み11: ﾞ • 例へば製材後約二十日間天然乾燥

を施 し?とる試験番抗 No. 4 は乾燥日数僅かに 8 日聞にして.合71<奪三 38% より 10.4% I'C乾

燥して.加も表面硬化の程度少なき忙反し、他の多くは 10-15 日聞の乾燥日教を要したる上

tて . 其結果も良好ならざりしものたり.放にナラ材の乾燥には之以上長さ期間を要する， ものに

て他の i開業樹材に於ける成績より考ふるときは下の如く謂ひ得るものなり.自jJ ち厚さ 2.3 CID. 

のナラ生材にありでは最低 16 日間を必要とし、含水率 30% 附近迄に水分を犬へる板材には

12 日聞を;由度とするもの及り。而して之が乾燥~開始首時の温度を生材にありては 105 度. 合

7.k率 30% !I付近のものには 11.0 度事 関係i熟度は生材にありては 90%き 合?J\王手 30% 間近のも

の 陀は 85% 以上として 、 温度の上昇及漁度の低下は出来得るだけ徐々になし、乾燥最終温度

を 14 5 度以下，閥係協度を 40% 以上となすを可とするものなり口前段ナラの51:材の乾燥は

前記の如く容易たらぎるが故に~J~貼を少くせんには合水率 30-40% 11付近迄天然乾燥をしたる

後.人工乾燥をたすを得策とするものなり 。

;j，くにプナ材はナラ材と問様.狂を生やる割合相等多きも、表面硬化を生やる割合少な い 乾

燥叉容易な Þ . 即ち上記の結果に撮れば. 表面硬化を全 く生ぜぎるものは試験番銃 1"0.5 のみ

にて No. 2, No. 4, No. 7 は僅かに生ぜし程度にありて最も表面硬化の程度著しきものは僅か

に No.1 及 No.10 の 2 極に過ぎや.水分の減少さ容にありても 、 ナラ材に比し遁かに速か訟

れ例へば試験番号blf. No. 5 IL於ける乾燥前の含水率はr!4者共 65.0% なりしものを .信J !Ik態の

下陀乾燥せしめて.ナラ材は 10% 迄乾燥するに 9 日聞を要し、 プナ材は 7 日聞を以て足り

し結果より看るい プナ材はナラ材よりも乾燥容易なることを詮明するもの怒り。而してプナ

材の表面硬化を生ぜざりしもの及極微及るものは.何れも乾燥開始温度lJ:.í; <. flつ開係滋度を

高くして徐々に乾燥せしめたろもの.或は乾燥前に天然乾燥をなしたるものにして.他の急:激

に乾燥したるものは何れも共柑果不良友 りしものなり。放に乾燥結果良好友り し試験番競 No・

2， No.4 及 No.7 に於げる乾燥温度設関係協度を基として考ふるときは.下の如く謂ひ得るもの

r"・
a・
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なれ 13Pちプナ材の 2.3 cm. 内外の厚さの生材には乾燥開始温度を 110 度以人関係i然皮を

お%以上とし，乾燥修了前の最高温度を 150 皮.最低関係i熟度を 3.5% 以ととし 、 11 日間を

必要とし.叉含7](率 3J% 内外にあるものは.乾燥開始温度:r: 115 度.閥評、i熟度を 80 %と し

9 日聞を、適首とするもの主主り。

三えにカパ材はナ ラ 及プナ材陀比し.木材に狂を生やる こと少なきも 、 表面硬化を生歩る割合

はプナ材よりも大なり.印ち上記の試験成績の中表面硬化を生ぜ「ざりしものは試験番説中 No・

5 のみにて僅かに生じたるものは . No. 2 及 No. 8 ft.て.他は B 及 C の禄度に表面硬化を

生じたるものたれ故に前記の樹極の揚合に於けると同様乾燥成績を基として泊度なる乾燥温

度主主開係協度及乾燥提要日教を下の如く決定し得るものなれ mJ ち厚さ 2.3 Clll. のカパ生材に

は乾燥開始温度を 110 度以下，関係i熱度を 85 % 以上として.乾燥終了商ifL:於ける最高温度

を 155 度.最低閥係iゑ度を 35% として、乾燥日数は 13 日聞を . 叉合水率 30 % !~H近のも

のは，乾燥開始温度を 115 度以下、聞係i熱度を 80% 以上として. 10 日聞を必要とするもの

なり。

次にトネリコ材の試験成績を看るに.前記のナ ラ及カパ材に比し‘て乾燥早く. 加 も表問硬化

を生やる程度少主主きものなり . gp ら供試材の何れも多少の表面硬化を生じたりと雌い大部分

は其程度少なく .此の程度に属するものは試験番鵠 Nρ.4， No・ 6， No. 8, No. 9 にして No.5

及 No.12 は之よりも柏表町硬化を阻〈生じたるものなり.而して之を前記三種の澗葉倒材に

比較するときは.之等の何れよりも表商硬化芝生ぜし割合少な し，例へば. 其一例を試験番抗

No.4 及 No.6 に求むるときは.前者は 116 度より.後者は 122 皮より 、乾燥を開始して

温度の上昇は苦しく色;激ならしめたるに拘らす九表而硬化はAの程度に生じたるもの怒り c之陀

依りて看るときはトキリコ材は乾燥割合に困減免主らざるを以て.乾燥温度を高く聞係漁度を低

くするも差支えE く .従て上記の試験成績を基礎として厚さ 2.3cm . 程度の生 トネリコ材の乾

燥には乾燥開始温度:r: 115 度以下.関係協度を 85 % 以上として.乾燥格了前の最高温度を

155 度、最低関係i熟度を 35% として 11 日聞を油度とし.叉合7](翠 30 %附近の板材には

乾燥開始温度を 120 度以下.聞係協度を 80% 以上として、 9 日聞を泊首とするものな担。

ヨえにカツタ材は表面i硬化を生じ?とる程度が前i記の樹極に比較して ト ネリユ材と殆ど同ー程度

にあるも、板材全鵠の狂の程度はトネリコ材よりも少い且乾留必要日政相短き結果陀あり。

されど.乾燥開始常時に於ける温度が 120 度以上なりしものは.トネリコ材陀比して表面硬

化を生じ?とる割合多ければ.乾燥開始常時の温度を前者よりも柏低くする必要あり。即ら厚 3

2.3cm. のカツラ生材には温度を 115 度以下、関係i熟度を 85% 以上として乾操を開始し.乾

燥終了前陀於ける最高温度を 155 度.最低開係滋度を 35% として.11 日間を埴首と し.叉

含7K率 301ó' 附近のもの tてはトネリコ材に於ける揚合と問機乾燥開始温度主 120度、関係、i限度

を 80% と L. 乾凶鬼要日教は 8 日聞を必要とするものなりロ
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斯くの如く木材の乾燥は樹種に依れ乾燥温度及関係i~r.皮を泊度に調節し.出来得る限り不

良材を生ぜざる様勉むべきものにして， .乾燥温度銭関係iH度の調印は、乾燥開始即時にありて

は温度をfまし木材の含水率が減少するに伴れ次第に之を上昇ぜしめ.叉閥係i然度は初に高〈

合7K2;容の減少に伴れて.次第に低下せしめ.乾燥終了間J I'L温度を最高と な し.関係1M:度を最低

にすべきものなり口市して乾燥lU]問中 K於け る温度及淑度の鑓化は之を急激に行ひたるもの程

不良友る結果を招くものにして、特に乾燥の初mJに礎化を急激に したるものは乾燥!旧聞の過壬I~

1設を経過し?とる後陀念激怒る襲化を拠へたるものに比し板材に悪影響を及依すこと大なる こと

は . 高í j記の結果に依り て明かえ主るが故』亡 、乾燥温度立立関係、i熱度の費化は乾燥開怖話時にありで

は.出来得るだけ徐々 IC L ，合7K率が 30% 附近に減少したる後に多くすべきも の お:り 。

すく t亡法 rr市製材所に於ける乾燥試験成積の 1:1:1 .乾燥施要日数及狂との制合を詑載すれば下表の

如きものfx. Þo ~お本試験成簡の一部は.昭和八年九月夜 11"'，日本林皐合誌第 16 港第 9~~ . 第

60 頁 t亡、 i ;阪材の堆商法と熱気の循環」友る題目の下に就に護表したるものなり。

第 5 表 法師製材所t亡於ける乾燥試験成績

T品ble 5. 

試験番枕
No. oi t田t No. 14 「示0.15-\ No.16 I No.17 

乾燥日以
Days in kiln 

生

合水車% Moisture contents 

green 
59.6 

52.6 

45.0 

38.7 

3'2.4 

29.。

マ
ム
の

hM

の
ο
A

品Z
F
U
β
0
"
4
0
0
n
w
w
n
υ

可
止
の

hM

Q
d
a

告

-

A

'

i

1

A

T

A

T

i

 

22.0 

19.2 

16.8 

14.7 

65.4 

58.0 

29.0 

24.2 

19.7 

17.2 

16.2 

14.8 

13.7 

11.6 

10.0 

9.5 

91.5 

82.7 

66.0 

50.1 

40.8 

29.6 

23.9 

19.1 

13.9 

10.0 

7.9 

5.7 

36.1 

27.4 

23.0 

22.5 

19.7 

16.9 
e 

11.7 

10.3 

8.7 

7.5 

更に上記の日 2訟を以て乾燥したる絞材に生じたる狂の程度を示せば第 6 表の却し。
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第 6 表 法r:m製材所に於ける乾燥試験成積

T乱ble No. 6 

材 の 4密 jJU 試 品企 君F ~R. No. of test 

Kind of lumber % No.14 No.15 No.16 No. 17 

遜夜 材 Clean lllmber 61.67 36.09 :36.55 49.53 

rlll り~;j' Warped lllmber 10.93 23.97 17.70 ]8.53 

被 11 11 り 44:bcj lumbermused by a.50 8.90 7.:34 3.60 grmn 

官官 記1:[ 材 Defect lnmber c::msed by knot 2:3.90 31.04 38.41 28.3'1 

言十 Total 100.00 100.00 100.00 100.00 

上表の試験結果に掠れば. 厚~ 2.3 cm. のプナ生材を含水率 10 % 附5lÎ 1亡迄乾燥する には.試

験番蹴 No. 15 は 13 日問、 No. 16 は n 日間. No. 17 が 9 日聞を要せしものにて.之が

乾燥日数の~tl症は乾燥温度主主関係i熟度のキEI誌に依るものにして . 試験番号L~ No. 17 の如く聞係

協度を比較的低くしたるものは.関係協度高き No.15 及 No. 16 I"C比し乾燥慮要日敢に 3 日

間以上の差を生じたり白叉狂との閥係に就き之を看れば.普通の乾燥の揚合にありでは徐守 に

乾燥したるものが奴陀怯賄を生十ること少なきもの友れども.本試験成績にありては.乾燥lU~

間最も長き試験番批 No.15 及 No. 1 6 が共に不良材を生ぜし卒多く .雨者共t亡優良材は{訴か

に 36 ・5 % tr.過ぎす; )他は曲り材.釘i必l材等の不良材 なりしに . 乾燥時間短き No.17 tてあ

~ß 4 闘 Fig.4.

160r70 一-x ーー× ーー

上段乾燥淑皮fj'，~ i\1I, 
Schedllle-Upper=TempCl'ature F. 

上段測定H寺のI直 球示 l詑
Upper=Degree of dry bulb. 

試倣;f;jの合水吾容M
Moislnre content of test pieces.% 

下段閥係 j艮皮掠耳B
Lowel'=Relative humidity% 

下段iJ[lJ ~ 1時の品目係潟皮必
Lower= Relatil'e humidity% 

，、、

乾

燥・ 7 150 

iÆt~ 
" 1Jt Z- 130 
可

f、(þ

司E 可

5110 

。。

ハ
υ

ハ
u
n
u
n
U

《
U

A
U
n
U

《
百
凋

斗

mJ

HH
己
主

-
4
07
ロ

日
包
門
司
次

関
係

調
印
皮
(
%
)

乾燥 日 数 Days in ki1n 



190 林業試験報告 第三十四腕

第 8 闘 Fig.5 
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5 固に示す如く 、乾燥室内に於ける温度設関係i品度の主主化の多少に依るものにして.第 4 図に

りでは優良材は 50% を 、叉 }TO • 14 は 6 1.6 %を得られたり。此の雨者の相誌は第 4 2*_第

示す如く乾燥温度鉱閉係、滋皮の高{止を少なくして乾燥し?と る No. 14 1え No.16 は共I'C，乾燥

開始首時に於ける温度蛙開係協度の高低の差を著しく大ならしめたる No. 15 及 No.16 の揚

合に比して板材の狂少く現はれたるものtJ:lJ。従て乾燥初期に於ける温度佐t~度の高低犬猿る

ときは板材の狂を著しく増加lせしむることを之陀依りて確かめ得。

ダくに乾燥終了時に於ける乾以程度.即ち合7](i!:存の多少と不良材の多少との閥係に就きて之を

看るに.其の聞係著しきものあるを確めたり。即ち乾燥結果比1段的良好なる . ffj;\~帯蹴 No.14

及 No. 17 を比較する fC ，有~l者は後者よりも不良材の削合買に 10% 以上少なし之が雨者の

相泣は下の数字IC悲き乾燥程度のMliKI'C依るものなりと郁し得るもの主主り。 ~nち雨者は同-~著

作の下に No.14 は含水率 14.7% 迄， No. 17 は含水王手 7.5% 迄乾燥せしめたるものにて、

No.17 は No.14 IL比較し合水率 7・2 9''; 少なく.不良材の割合は No.14 が 38.33% 程る

に後者は 50.47 %にして. 雨者の差は買に ] 2.14 % を示せるものなり口叉不良材を多量に生

じたる No.15 及 No.16 の雨者を比較するときは、合JKi!容を 5.7% 迄乾燥したる No.16

は . 合水率 9.5 %迄乾燥したる No.15 と ・ 不良材全開の割合''Í~:r:H主せざるい水分の滅失

IcN~ふ木材組織のJ炊桁[の~:r:1主~ fC依りて起る節減材は.乾燥を充分にしたる No. 1G が特 l亡多き

結果を示したり o Wêの如く木材は乾燥程度に依りて狂の多少 i乞影響を及fますものにして. 乾

燥を過度に君主すニ、 とは乾燥日数~多くするのみならや水分を減少するに仲れて不良材を多く 主主



第 6 岡 Fig.6. 

第 7 固 Fig . 7.

........ 
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じ損失を犬ならしむるものなれば.木材は過度に:花時せざるよJ{注意すべきものなり。

以上記述したる各匝の成簡を結合して次の如〈記述し得。 QPち木村の人工乾時陀際しでは.

脳血.材阻.或は合71<.寧 lこよりて.温度枕関係、i必度を埴j立に調f訂するを必要とするものにして.

之が訓fi1il'土.木材 1<:快貼を三|三ぜざる範囲内 1<: 於て.乾燥、温度ば高< .関係iut皮は{氏くし 1:1\311: 1与

る ffけ乾燥日数の短縮をはかると共に、乾燥の開始常時に於ける温度泣閥係i熟度の襲化を少な

くし.又温度の上昇は.水分の減少 IC: 1'1'ひ.針葉樹材にありては一回に 7 皮. ì問葉樹材にあり

では 5 皮を限度とし‘閥係i品度・の低下1'::1: .針葉樹材にありてはー固に 7ヲ5.i問葉樹材にありで

は!) 9ò を限度とし.乾燥程度は必要以 kを越さ Y る様なすべきなり口而して之が、適首なる乾

燥温度の最高及最低.説関係;g皮の最高及最低.乾燥日数は上記の結果により.厚 ~2.8Cll1.のヒ

ノキ.スギ.アカ?ツ.ナラ.プナ.カパ. トネリコ及カツラ材の場合には第 7 及 8 表の如

く決定し得るものなり。

第七表 板材の乾燥に泊常なる最高.最低温度位開係協度

Table 7 生材の揚合
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1';; 8 表 板材の乾r.~~fと泊首たる最高、最低温度訪問係i黒度

Table 8 合71<.寧 30 広間近の場合

樹 司 利 J t .)キ|スギ|アカ"7 YJ ナ ラ|プナ|カ バ|トヰ甲コ|ヵ Y ラ
� 00, 1 specics J 1口IinoJ.休副，J.永，ld I S臼仇t日叫匂1屯沼giづi レ川川A川\k口"叩un!l.町'"山L

i 初め |τ。川fハ、。叶|噌 o r-: I , i")r: I ... 1 I� I ... ...!'": I ...... r: I ... nfi I 
¥ ';~ ,.,.:,' I l:!Ou I 1:l5 I 1:35 I 110 I 115 I ]15 I 1:l0 I ]:]0 乾燥出戊 J illitial I '山.L.""JU I .L-, V I .L I.V I .L J.U I .J J.t_} I .L.o.IV I 

1、叫emuroltLJ116r|160|1601150|150|1551m|155

附係倣皮(宇:~;.:，~ I 7�%1 75 I 75 I 85 I 80 I 80 I 80 I 80 
Re叫lt川L叶川1吋ivc ~ ，~:二'"山"
11川l日川叩111川I

乾附燥日悶数 D川:九勾Lザys山in k仙iln日 I G什I 5川 5川/ ]::川I 9 一γ1一10/-9子一「三7一

本試験成樹にイ去るときはJ~記の乾怜温度抗開係、i必!JE を ü~~r\~ として) }_fjJ.さ 2.3clll. の板材を乾

燥するときは扶賠を著しく{l，やることなく、乾県し得るものなりとg\!L 宜際作業の場合にあり

では.同一材にありても.積カ・により.叉産地の相主f: Iこより、戒は乾燥室の犬小によりて，乾

燥に相遣を生やるものなれば上記の関係を多少加減する必要あるもの怒り。

多u亡不適営たる乾燥によりて生歩る各Niの扶貼の中最も普通に起り易き表面硬化は、之を其
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陸に放世するときは永久l亡主の J伏態を iiiつのみならす、乾燥中にありては吏に他の紋黙を起す

ものなれば. :t'i し之を生じたる場合は，乾燥r[1 にありではMi首なる程度にìIJ.気を興へて之を除

去したる後に再び乾燥せしめ.叉乾燥終了後にありでは.泌気を拠へて.之を除去すべきもの

なり。記者は此融問iを除去するに要する i弘恭.即ち生蒸気を典へる時間の関係に就き試験し

たるに第 6 及第 7 聞に示したる如< .ねHilìiζ依り叉乾県温度設関係、;必度のi:日迅1こよりて.去

間使化を生すτる官J立に主主あるが故に， ì品試をlJi!へる時間も.白すコから具1x らしむる必要あり.

印ち表立ff硬化の捌く起りたるもの程.多量のi弘:î{，t を必要とするものにて.之が関係を第 G 固及

第 7 闘によりて詑明すれば~ 2fﾇ t1 聞は祖度を 11 1)-1[;5 度叉開係泌皮を 8[;-3096"に調印

して乾燥せしめ.乾燥絡了後に表面硬化を柏強く生じたる板材より櫛目形試験材を探りたるも

のにで、岡に示す如くアカ 7 ツ.カツラ及カパ材は何れも 5 分間.ナラ材は 15 分間の蒸筑加

拠lとより.表面硬化は除去し得られ、 之以上蒸気を :!]Ilへたるものは逝表国[硬化を起したし

叉温度を 11乃度IC 一定し. ì必，*tのみを念減して表面硬化主著しく阻皮に起らしめたるものは.
/ 

第 7 闘にある如く恭試の力II lJí!時間が 1 時聞にして. カパ材は相逆表商便化を生じ.力ツラ五

マツ材は漸く乙を除去し符ら tl. ナラ材は之を除去し得られざりしものなり。

期の如〈表面[硬化の程度によりて滋気を1Ji!ふる時間色異なるものなれば、表面硬化の程度に

依りて泊度l亡 i肱気を興へ.逆表面硬化を起さ Y る範固に11二むべく.市して蒸気を力11興する時間

は!享~ 2.:1 ('111. の板材には表面硬化の程度によれ 5 分乃至 1 時間牛巴泊常とし.厚 3 の:ltÌ1JII

k作れて.蒸気の力1\拠時間も;府知1せしむ可きものなり。

衣tζ板材の!字さと乾時国度、関係i品度及乾燥日数との開係に就きては.米だ充分なる;明金成

簡を符ざるが故に今後の報告に蛮表ぜんとするい 1tI に!与さと乾燥EE要日数との聞係、に就きで

は， n{{和 8 年 11 月護行の林型合雑誌.釘 15 谷.第 11 慌に於て「板材の乾陀程度と其厚さ

との関係に就て」と題し記述したる如<: .全容積r:~1 にある水分の合有卦と.表面積との開係、に

よりて決定し得るものなれば，日íi記の庭要日 1設を基礎として其大昭を算定し得るものなり。

十両 要

上越したる試験結果を結合して下の虫n く結び得るものなり口

1. 針葉樹材はìfh1葉樹材IC比し乾保容易 iとして.乾燥r:l~ ~亡生す、る板材の狂及去面[硬化の程度少

し乾県鹿要日数叉少きものなり口

2. 針葉樹材中乾燥最も容易なるものは、スギ材にして，"ツ}ft..ヒノキ材之fL:;えぎ.潤葉樹材に

ありではカツラ. トネリコ及プナ材のII~序tとして.ヵバ材之lC;;7くぎ.ナラ材は最も困難なり。

3. 乾燥速かなるものと ~4í も.プナ材の如く乾燥に作ふ板の狂多きものにありでは.乾燥期間

を永くし徐今に乾燥せしめたるもの結果良好なり口

4. 乾燥温度主主関係i長度の急激なる費化は. :1:安材 IC fEを多く生せずしむるを以て. rH*得る t:'け
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E量化を徐守主E らしめ.針葉樹材にありでは温度佐一聞に 7 度以上上昇せしめす~関係i熟度 t 7 

%以上.減少せしめす九叉澗英樹材にありては温度を一回に 5 度以上上昇せしめす::..関係

i民度を 5% 以上降下せしめさ「るを可とす。叉、温度立立関係漁度共乾燥開始後より愛化を多く

することは.結果を不良ならしむるを以て.合7k11容が 30% 附近陀迄乾燥し?とる後に費化を多

くせしむ可きものなり口

5. 木材中に含有する水分の蒸護は.樹極.材極又は水分の含有E容に依りて.其速度を異にす

るものにして.急速なる乾燥は、木材札織中 iて於ける水分の分布i伏態を不同たらしめ.収縮に

相遣を生すコる~.割れ又は狂を生やるものたれば、 之等のîlìJ~離を生ぜぎる範圏内に於て乾燥温

度設関係滋度を-適度に調節して、乾燥日教を短縮すペきものなり。而して本試験陀供し?とるヒ

ノキ，ス ギ.アカマツ.ナ ラ .フeナ.カパ.トネリコ及カツ ラの 8 樹種の 2.3c])) 厚の板材の

乾燥には.第 7 及第 8 表に示したる.乾燥標準温度続開係協皮及鹿要日駄を 11I告泊首とするも

の怒り。又乾味期間中に於ける温度故関係協度の蟹化は第 8 岡J~至第 14 闘に示し?とる紘闘

の如くしたるものが、過賞なり口

6. 第 8--14 闘に示し?とる乾燥標準は.何れも熱気の流通一様に して.乾燥が一様に行はる L

揚合なれば.熱気の流通一様ならやして乾燥に不同を生やる揚合、又は材質不良なる揚合.或

は板陀狂を生じ易き揚合には. 之よりも乾燥を徐々に行なひ乾燥底要日教を長 くするの要ある

もの怒り。

第 8 岡 Fig.8.
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7. 板材の乾燥絡了時に於ける合水容. i3P ち乾燥程度は. 板材に生やる狂の多少に影響あるも

のに して . 合1k~容を減やる程狂は精力1\する を以て.使川Hr:埴首怒る程度以上に乾燥せしめざ る

第I 9 国 Fig .9.
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を可とす。

8. 乾燥中に表面硬化を生じ?とる揚合K は蒸汽を拠へて之を除去すべ し之がカ11奥の時間は樹

極及表町磁化の程度に依りて一定せす九厚さ 2.3Cll1.の板材には最短 5 分間.最長 1 時間~I~ を

必要とするもの怒り 。
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第 13 岡 Fig. 1 3.

樹額カバ

Sche�le f，υr Kaba. 

雪麹・‘

。

1 1 12 

乾燥 日 数耳目，~ Days in kil日

第 14 固 Fig.14.

両ao
口
】
目ν2
門F
Z
E

M廿
・

温

度
，.、

j対 照 ト ヰ ワ コ及カ Y ラ

Scl'旧}

HH
O]臼
片
山40
r
ロ
E

S
F仲河

wh

関
係
滋
皮

。

2 

乾燥 日 童文 Days ﾎn kiln 



Studies on the kiln drying of certain kind of 

lumber. First repo此 ( Resttme.) 

By 

IWATA Izmn. 

1. Introduction. 

197 

γh巴 dev日lopm日nt of artificial seasoning of lumbe1' has progressed f()r 15 yea1's, 

owing to the 日x t1'aol'dinary demanc1 of seasoned lumb日1'， and various type of cll'y kiln has 

been installed, in saw mi lls, Furnitu1'e factories, ship yards and 0七ber・ 1、.' oocl using concern. 

There is very little 1'ecol'c1 of prac tic日 in seasoning lU U1bel' , 01' of the �evelopment 

of al' ificial method of seasoning about two dacade ago. The use of hot air hea旬d by 

charcoal or othel' fuel and smoke ill tbe clrying of woocl has no doubt been p1'actisecl. 

Yet a吋- thi ng like a scie凶fic knowleclge of tbe subject and iωtechnical appJication seem 

to be of compa1'ati vely rec巴nt developm日nt.

Tbe impo1' tanc日 of kiln �1'ying of lumb巴l' is kno¥l'n to lumbermell 01' wood 

wo1'kers. but some of them have little もhO llghも of applying scientific knowleclge 01' expe1'iｭ

enc悶 in kiln cl1'ying practise, owing to a few 乱vailable experimeutal I'esulお.

The cell wall of wood shrink and harden when moisture is 1'emoved fl'om them, 
and unles8 timbe1' that is 七o be ail' seasoned in 七，he 1'ight way, 01' conditions in the dry 

kilns are maintained in acco1'dance with ce1'tain well defined physical laws, the material is 

likely to Wiil'p 01' check, 01' in some way to d乱magec1 sel' iousl}ヘ Sometime as lnuch RS 

30 pe1' cent of seasoned lllmbe1' was rendel'ed unfit fo1' the use ietended by d巴fects which 

had thei1' o1'igill in a poor drying p l'ocess, as 80me kiln is op巴l'ate withollt consideration 
of wood 8pecies, drying t日mperatule. l'elati ve humidi ty 01' otber i mpo1'同，n t subjects. 

Hel'eafter, 'IVe could secu1'e very few publications 01' p1'inted material in the line 

of kiln dryillg of J apanese lumber, but tbese are not scal;cely feasible for kiln operator 

as the most of もhem al'e c1escribed only 乱bou t tbe theoratical l'elation of heaむ and

moi8ture. 
A、 Thi日 publication is prepared with tbe experimental result of kilu drying of ctlrtain 

Japanese lumber, and the pllrpose of assisting lumbel'men, wood workers and espec�lly 
kiln operators in rec1uci ng 七beir mate1'ial l08ses, in hastening もhe time of seasning, by 
making a suitable drying schedule fo1' a cel'tail1 kinds of lumbel'. 

II. The plan of experiments. 

1. Th日 species of lumbe1' used fo1' ぬe experiments ar白 3 species in coniferous 

wood and 5 sp巴cies in hard wood, as follows :ー
∞niferous wood- Hinoki, Sugi, Akamatsu. 

hard wood- Nu l'a, Buna, Kaba, Toneriko, KatsUl'a. 

2. Sizes of lumber al'e us巴d : The smoller fo1' drying experimen旬 以剖1e Ringyo 
Shikenjo is 12-25 cm. in width. 2.3 cm. il1 thickness, and 65 cm. in length: the 10唱e1'

used at the H�hi htmber 111ill, belongs 色o ぬe Gokan Eirinsho is 10 cm. in width, 2 cm. 
in tbickness and 200-300 cm. in lengtb: 

3. The lumber is usually kiln岨dl' ied after being sawed off fl'om log to 曲目白ize

above. At some after experimen七%もhe lumbe1' is charged in ぬe kill1 af七e1' air seasoning 
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of 10-20 days. 

4. The eqllipment of artificial �ying appar乱tl1S used for thc expel'iments at the 

Ringyo Shikenjo is a small oven ns illstrate� in Fig. 1, wbich has [¥11 electric heater an� 

a steam heater both of which be used separately, and eqlliped with steam spray nozzl日S .

Tbe kiln UE巴c1 at the H�sbi lumber Illill is a natur乱1 ventilated type, heated by au irol1 

tube through which a flame is passed as illl1strated in Fig. 2, and is also equipeLl with 

steam spray nozzles. 
5. Ope1'ating temperature and hl1l11i�ty are contrυlIed as showl1 in the tahle~ No 

1 and 1'¥0. 2 ill l1 s l，ra七ec1 in the pages of the main report. The table 1'¥0. 1 used at tbe 

Hingyo Shikenjo, and the table No. 2 usec1 at tbe Hi.ishi 111帥er mill. 

6. Moisture contents and shrinkage a1'巴 determineù daily or every other clay from 

the s乱mple wood. Case hardelling tests bave also been c10ne after kiln c1riec1, ao(l 

classit1ec1 in O. A. B. C. gra�s as shown in the Fig. 3. 

7. After kiln d1'yi口g lUlDber is classifiec1 in A. B. C. grac1es accorc1ing to alIlOl1nt 

of dもf巴cts， A pe1'f ect, B anc1 C with gradnating defects. At the Hi.isbi lûmb巴r miU the 

damage� lumLer caused by c1rying is classi!ied according to the kinds of d日fect.

8. 'Vhen tests sbow the presence of case bardeoiog, the stealll sprays a1'e openecl 

aod lumbe1' sllbj巴ct巴d to a steam batb with a relative humidity above 95 per c氾ot until 

case ha1'dening is rel11oved. 

IIl. Summary. 

The l'eslllぬ of al1thor匂 expe1'i l11ental studies, wbicb a1'e illustrated in the table Nos. 

3. 4. 5. anc1 6 of もhe main repo1'七 is summal'ized as follows. 

1. The perioc1 of kiln drying of lumber is atfected noも only by wooc1 speci巴S 01' 

kind of lulllber, but also the temperatu1'e, tbe bumic1ity, tbe circulation of the air 01' 

other factors. Conife1'ous ¥¥'00c1 is usu乱lly easyel' for drying than b乱rc1 wood. It does 

noも lleed long lleriod for L1ryi噌， am1 lul11ber is not se1'iously inju1'ec1 by high temperatu1'e 

01' low 1m日Jidity.

2. The ex.perilllents had sbown that, amollg cooiferous wooc1, 811gi is easye1' to dry 

than Akamatsu, and Hinoki is barc1er than other two species. Among hard woods 

Katsura and Toneriko 紅白 the easye3t to dry. In もhe case of Buna 七he evaporation of' 

moisture is mo1'e 1'apid, an� is likely to warp. Na1'a 1'equires the longesも period and 仙B
bardest 011e for d1'ying, allloog もhe for・egoiog fi、 日目pecies of wood. 

3. Hasting もbe drying period with 1'ising t:empe1'ature 01' dropping of hUlJlidity 

callsed def ec七 even in species easy fo1' c1rying. 

4. Tbe saf日 limit of tel11perature and bUl11idity differ wiclely according to the 

diffe1'enむ kind of lumbe1', di f:leren七 日pecies， amount of l110i stu1'日 contents and other faeωr3. 
ム色 aDy rat白 a sl1c1den change of d1'ying t日mperatur巴 or hUl11idity during a c1rying period 
is likely to cause defects, a higLe1' initial temperature or lower bumidity also b1'ings about 
tbe same 1'e3ulι 80， the �ying sboulc1 started at a low tempe1'atur日 and bigh humidity, 

and little 1'ising and droping of t巴mperature and bumidity 1'espectively sbould be permitte� 

until a.fte1' moisture cOllteuts are reduced to about 30 pe1' cent. 

5. The rising of telllperature sbould not be allowed 1ll01'e tban 5 degr回s at a 

tillle fo r・ hard wood and 7 deg1'ees fo1' coniferol1s wooc1. Tbe dropoing of hl1midity also 

should 口ot be exceecled 5 per cent at a time fo1' ha1'd wood alld 7 per ωnt fo1' coniferous 
wood. 

6. I11 accordanc日 with もbe above mension日d facts, tbe range of drying temper品tue
!tnd bumidity are concluded 乱s Tables 7 and 8 in the main repo1't. 

7. Tbe drying sch白dule日 fo1' lumbe1' of the size aud eight species already refered 
ω， should be done as illustrated in the Figs. 8-14 iu the main report. 
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8. Tbe degl'明 of final moistlll'e contents of kiln dried lumber ll111st depel1d UpOl1 

the purposes for wbicb it may be u~ed， but too mllcb drying ShOllld not be needed, 
because reducing of the moistllre cont巴nts increases tbe shriukaσe of wood and its defects. 

と3

9. The 七ime for steaming 七o l'emove the case hardening varies from 5 to 90 

minutes depending upon tbe condition of internal stress・


